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安全保障関連法案が７月１５日衆院特別委員会で可決され、翌１６日に衆議

院本会議を通過し、参議院に送付された。 

 委員会での審議時間は１１６時間にも及んでいたにもかかわらず、多数の民

主党議員が採決時に委員長席に詰め寄って怒号を上げ、さらにカラフルな文字

のプラカードまがいの紙片を掲げるなど、与党の「強行採決」を演出するとい

う異常事態となった。国民の代表としての国会議員が取りうる国会内での行動

としては一定の節度があってしかるべきで疑問符がつく。 

 今回の法案は日米同盟と国際連携を強化するため、集団的自衛権の限定行使

を容認し、自衛隊の国際協力活動を拡充する内容である。 

 しかし、安倍首相自らが認めている通り「国民の理解が進んでいない」のも

事実である。 

審議の途中での公聴会で、憲法学者３人が今回の政府案は「違憲」だとの見

解を示したことから野党は法案の廃案を目指し安保政策の中身の問題より憲法

論議に終始し、法案の具体的議論が不十分だったことに起因している。 

なお、憲法９条関連では昭和３４年１２月１６日の「砂川事件」最高裁判例

があり「わが国の主権国として持つ固有の自衛権は何ら否定されたものではな

く、わが国憲法の平和主義は決して無防備、無抵抗を定めたものではない」と

の見解を示している。 

本法案は「国民の命を守り、戦争を未然に防ぐためのものだ」（安倍首相）と

しており、北朝鮮の核・ミサイル開発、中国の軍備増強と海洋進出、国際テロ

の拡散など、我が国を取巻く安全保障環境が著しく悪化してきている現状に如

何に対処すべきか、憲法上の制約との整合性を図りながらその具体策を模索し

議論を積み重ねその道筋をつけるのが今回の安保法案審議である。 

民主党が政権を担当していた当時、野田首相が「集団的自衛権の一部を必要

最小限度の自衛権に含むというのは、一つの考え方だ」と答弁している。 

終戦直後、我が国は海外居住者の生命と安全を放棄した不幸な時期があった。

満洲居住者の約６０万人がソ連に抑留されシベリアで強制労働に従事し約６万

人の犠牲者を出した。朝鮮半島や中国に居住していた多くの人たちは本土に帰

国するまでの間、筆舌に尽くしがたい辛酸を味わうこととなったと言われている。 

本法案は国民の生命を守り平和な国家建設のためにも日本の将来の進路選択

の上でも極めて重要な案件である。「イエス」か「ノ－」で片付けられる問題で

はない。参議院では広く国民から理解を得る努力と、与野党が本音で徹底的に

議論をし尽くし幅広い合意形成を目指していただきたい。 
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    高杉 晋作（幕末長州藩の尊主母子攘夷の志士として活躍） 

 

                  

天保 10 年 8 月 20 日（1839 年）長門国萩城下（現山口県萩市）長州藩士・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

オススメの BOOK   

『ニュースで伝えられない この国の真実』          

            作者 辛坊 治郎 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 
 

 

この本は「辛坊治郎メ－ルマガジン」を取りまとめたものですが、このメル 

マガ２０１４年「まぐまぐメルマガ大賞、有料ジャ－ナリズム部門」を受賞し

ている。 

 全体的にニュ－スでは報道されていない裏側の情報が中心となっている。一

昨年マレ－シアの飛行機が謎の行方不明となり一切その消息がつかめないま

ま今日に至っているが「積載品のリチュ－ム電池が発火し、そのために発生す

る有毒ガスが機内に充満し、全員死亡のまま燃料切れまで飛行機が飛び続け

た」とのミステリーも記載されている。面白い。 

 
 
 

 

 
寛永 5 年(1852 年)      

 
安政 5 年(1858 年)      

 
安政 6 年(1859 年)     

 

文久元年(1861 年)     
           

 
文久 2 年(1862 年)    

 
 

文久 3 年(1863 年)   
           
慶応 2 年(1866 年)    

 
 

慶応 3 年 4 月 14 日  
 

高杉小忠太(大組 200 石)・みちの長男として生まれる。 
藩校の明倫館に入学。柳生新陰流剣術も学び、のち免
許皆伝となる。 
藩命で江戸に遊学。昌平坂学問所や大橋訥庵の大橋塾
などで学ぶ。 
安政の大獄で師の吉田松陰が捉えられ獄中の師の世話
をする。後、松陰処刑される。 

3 月には海軍修練のため、藩所蔵の軍艦「丙辰丸」に
乗船、江戸に渡る。8 月には東北遊学、佐久間象山や
横井小楠らと交友。 
5 月藩命で、五代友厚らとともに、幕府使節随行員と
して長崎から中国上海に渡り清が欧米の植民地になり
つつある実情や、太平天国の乱を見聞し 7 月に帰国。 
6 月に身分によらない志願兵「奇兵隊」を結成。翌年
脱藩し京都へ潜伏する。 
6 月第二次長州征伐では海軍総督として「丙寅丸」に
乗り込み戦果を上げる。この戦の延長が大政奉還の転
換点となった。 
肺結核で大政奉還をみないまま死去。享年 27 歳。 
 



                                                    

 

 

災害増加に対応“火災保険改定”            

 

 

 

 

 

           

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                   

 
                 

 

 

 

 

   

世界で最も魅力的な観光地 
京都市が2年連続首位 

 

くらしと保険のおはなし 

 

 

【編集後記】 

日本政府観光局が２２日発表した１月～６月の訪日客数

が９１３万人で前年比４６％増加となり年間試算で２０

００万人に迫る勢いを見せている。№１は中国で２１７万

人前年同期比ほぼ倍増。２位韓国４３％増。３位台湾２

９％増と近隣諸国が上位を独占している。 

これに伴い東京や大阪のホテルが９０％に迫る稼働率

となっているほか、消費額も２０１４年の２兆円を突破。 

 様々な摩擦要因を抱えながらも民間レベルでの交流を

歓迎したい。お互いの交流で相手国を知る努力をすること

が目に見えない「安全保障」に結びつくのではないか。 

 

  

 

大手損害保険各社が 10 月 1 日から火災保
険の保険料を全国平均で 2～4％引き上げる
ことが分かりました。 
主な変更点は以下の通りです。 

■保険料の改定！ 
保険料の大幅な見直しは、2007 年 4 月以来

となり損保各社でつくる損害保険料率算出
機構が昨年 7 月、保険料の目安となる料率を

全国平均 3.5%引き上げると決定しました。 
ここ数年、台風や豪雨を原因とした洪水

や土砂災害をはじめ、大雪や雹による自然
災害の増加に対応し保険金の支払い余力を
高めるためで、九州の一部や沖縄では約 3
割の値上げとなります。 

■保険期間を最長 10 年間に制限！ 
地球温暖化により、自然災害の将来予測

が難しいことで、10 年を超える長期契約が
できなくなります。 

30 年のローンを組んで住宅を購入する場
合、金融機関によっては、融資の条件として、
返済期間に合わせて 30 年の長期火災保険に

加入し保険料を一括で支払わなければなり
ませんでしたが、今後は 10 年毎の更新で、3
回に分けて保険料を支払うことになります。 
長期火災保険は、期間が長くなればなるほ
ど保険料が割安になります。3 回に分ければ
契約時に支払う保険料は少なくなりますが
一括で支払うよりもトータルとしての保険
料負担は大きくなります。 

 
 

 

 

 

住宅を購入する際には、物件価格の他に
も不動産取得税や印紙税などの税金や登
記費用、保険料、ローン保証料や抵当権設
定費用などの融資を受けるための費用が
あります。この諸費用の中で自分の意思で

減額できるものは火災保険の保険料しか
ありません。 

最近の火災保険は火災だけでなく、あ
らゆるリスクに対応しているので必要に

応じて補償を見直すことも大切になりま
す。先日、2017 年以降、火災保険とセッ
トで加入する地震保険も段階的に値上げ
するとの発表もあり保険料負担がさらに
大きくなることが予想されます。 

現在、住宅の購入を検討している方、す
でに住宅ローンの支払いを終えている方
もこの機会に必要十分な補償を見極め、保
険料が割安な長期契約を結んでおきたい

ものです。 
 
※ 被害を受けるリスクが極めて小さいとみられ

る災害の補償を削れば保険料は下がります。

保険料のかさむ豪雨による「水災」の補償が

必要かどうか「ハザードマップ」を参考に検

討することも必要かもしれません。 

 

 


